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2022年度 後期授業の実施方針
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本学における2022年の＜後期＞の授業等は、前期と同様に、感染
防止対策を徹底したうえで、原則「対面授業」で行うこととします。
ただし、「緊急事態宣言」が発令されるなど、政府及び自治体からの要請が

あった場合には、年度途中であっても授業の実施方法が変更となる場合があ

ります。なお、使用教室については、履修登録者数を勘案して、密を回避する

ために変更する場合は、教務課よりご連絡いたします。

学生の皆さんは、授業、課外活動等はもとより普段の生活においても、感染

対策の徹底に努めるととともに、引き続き慎重な行動をお願いします。

感染拡大防止対策を徹底したうえで

＜対面授業＞により実施します

１ 自分や家族が感染したときなどは登校できません

① 自分や家族が感染した場合は登校しないで、感染症相談窓口に連絡しましょう。
※感染症相談窓口に連絡しないで授業を欠席した場合は、「公欠」の対象になりません。

② 発熱、せき、のどの痛み、倦怠感、味覚・嗅覚異常などの症状がある場合は、
登校しないで「かかりつけ医」など医療機関を受診するとともに「感染症相談窓
口」に連絡してください。
※感染症相談窓口に連絡して授業を欠席した場合、「公欠」の対象になることがあります。

③ 療養期間・自宅待機期間終了後に「教務課（関キャンパス）」または「各務原
事務課（各務原キャンパス）で「公欠届」の手続きを行ってください。

２ 感染したとき、濃厚接触者になったときは必ず報告してください

Ａ：あなたが感染したときの専用報告フォーム
https://forms.office.com/r/NaX2e3ggbJ

B:家族などの濃厚接触者になったときの専用報告フォーム
https://forms.office.com/r/JgJTsjTTag

A・B以外の報告・相談：＜感染症相談窓口＞に電話またはメールで連絡してください。

https://forms.office.com/r/NaX2e3ggbJ
https://forms.office.com/r/JgJTsjTTag


５ スクールバスでの感染予防を徹底しましょう

「感染症相談窓口」

◆感染症相談窓口◆

TEL： 0575-24-9308
E-mail： support@chubu-gu.ac.jp

※休日は、メールでご連絡ください。電話受付時間：9:00～17:00 月曜日～金曜日（休日を除きます）

① 乗車前に手指消毒し、換気設備のない車両では、窓を開放し、換気してください。
② 車内では、会話をしないで、できる限り前後・左右の人との間隔を確保して着席してください。

① 教室（講義室）などでは、窓・出入口を2か所以上開放し、換気してください。

② 「換気の時間」をお知らせする放送のタイミングで窓・出入口を開放してください。

③ 教室に設置してあるアルコール消毒液やペーパータオルで、授業終了後には、各自で

使用した机・椅子等を消毒してください。

① 食事中は、会話をしないで「黙食」を徹底してください。
② 学生食堂・学生ホール・教室で使用した机・椅子等を
使用後にアルコール消毒してください。

４ 講義室・実習室などでの感染症予防を徹底しましょう

① 本学では、多くの学生・関係者の皆さんにコロナワクチンの接種を推奨しています。

② 接種を望まない方・事情により接種できない方に接種を強制することはありません。

③ ワクチンを接種したいけど、その方法がわからないときは「サポート窓口」へ相談してください。

＜関C＞総務課（☎0575-24-2211）・＜各務原C＞各務原事務課（☎058-375-3600）

① 授業・日程や感染症対応等の連絡は、中部学院ポータルを通して行います。

② 毎日、「中部学院ポータル」を確認しましょう。

黙食

６ 学生食堂・学生ホール・教室での「黙食」を徹底しましょう

７ ワクチン接種についての相談はサポート窓口へ

８ 中部学院ポータルを確認しましょう

３ 基本的な感染防止対策を徹底しましょう

① 場面に合ったマスクの着用を徹底してください。（キャンパス内ではマスク着用を原則とし、熱中症の恐
れがある場面では外すこととしていますが、これからの気温低下に伴いできる限りマスクを着用してください）

② 手洗い・アルコール消毒など手指衛生を徹底してください。
③ ➊密閉❷密集❸密接の「３密」の回避を徹底してください。
④ 教室などでは、こまめに「換気」してください。
⑤ 健康状態を「健康管理チェックシート」に、毎日記録してください。


